
































































































































































































































































































































































































































































































 
































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

















































































































































































































 













































































































































































































































































































































































で
点
視
者
活
生

島
竹
閣
尖

クスデ・者記班材取」海のり環「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 クスデ・者記班材取」海のり環「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い誓딨いませさに地争紛딦
画
企
同
合
報
新
央
中
陰
山
・
報
新
球
琉

画
企
同
合
報
新
央
中
陰
山
・
報
新
球
琉

賞
受
賞
会
協
聞
新
度
年















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

毎 日 新 聞 社 

朝 日 新 聞 社 

日本経済新聞社 

共 同 通 信 社 

読 売 新 聞 社 

中日・東京新聞 

産 経 新 聞 社 

日本放送協会 

西日本新聞社 

中 国 新 聞 社 ９

北下道新聞社 ９

河 北 新 報 社 ７

新 潟 日 報 社 ６

熊本日日新聞社 ６

信濃毎日新聞社 ５

京 都 新 聞 社 ５

山 陽 新 聞 社 ５

琉 球 新 報 社 ４

夏日本新聞社 ４

岩 手 日 報 社 ３

ばこちレのこョン ３

北日本新聞社 ３

神 戸 新 聞 社 ３

高 知 新 聞 社 ３

ＴＢＳちレの ２

日本ちレの放送網 ２

医報魁新報社 ２

信 越 放 送 ２

北 悩 新 聞 社 ２

長 崎 新 聞 社 ２

ＲＫＢ毎日放送 ２

山陰中央新報社 １

時 事 通 信 社 １

ち レ の 朝 日 １

朝 日 放 送 １

東 奥 日 報 社 １

子 島 民 報 社 １

山梨日日新聞社 １

長 野 放 送 １

子 井 新 聞 社 １

沖縄ずイほス社 １

新　聞　協　会　賞　受　賞　回　数
땆編集部門땇

薄
肉
に
閣
尖
の
迫
緊

年
８
７
９
１

賞
受
初
で
道
報
真
写

点
焦
に
状
窮
政
財
方
地

年
８
９
９
１

証
検
を
ア
が
イ
デ
人
老







































成
構
再
を
戦
縄
沖

年
５
０
０
２

え
交
ど
な
言
証
者
験
体


災
震딟
壊
崩
連
ソ딟
争
戦
ム
ナ
ト
ベ

映
反
を
代
時딟
初
賞
受

募
応
品
初

は
年
今

門
部
画
企

　　作賞受の去過　報新球琉　　 　　作賞受の去過　報新球琉　　

　　む刻を史歴、賞会協聞新　　 　　む刻を史歴、賞会協聞新　　

」しざなまの岸対「部２第■ 」場漁な穏不「部１第■」史歴う合み絡「部３第■」チーロプアの不世「部４第■」歩一す出み踏「部５第■

に
口
糸
の
決
解
が
力
努
る
知

也
和
　
垣
新

プ


キ
班
材
取
部
治
政

携
連
方
地
く
開
り
切
塞
閉

均
　
原
久
普

ク
ス
デ
括
統
報
新
球
琉

め
し
み
か
点
原
の
紙
方
地

治
貞
　
袋
島

材
取
仏
独
国
中
部
会
社

も
後
今

道
報
る
守
活
生

也
愛

間
外

材
取
欧
北
湾
台
部
会
社

え
変
に
み
強
携
連
紙
方
地

平
一
　
報
森

ク
ス
デ
報
新
央
中
陰
山
























































                                     






 






由理賞授賞会協聞新

え
訴
要
必
の
決
解
和
平

す
示
性
能
可
の
画
企
同
合

領
有
権
を
め
ぐ
る
問
題
で
揺
れ
る
尖
閣
諸
島
の
︵
手
前
か
ら
︶
南
小
島

北
小
島

魚
釣
島
‖
２
０
０
２
年
３
月
撮
影

　
琉
球
新
報
社
と
山
陰
中
央
新
報
社
︵
島
根
県
松
江
市
︶
と

の
合
同
企
画
﹁
環
り
の
下
﹂
が

２
０
１
３
年
度
新
聞
協
会

め

ぐ

賞
︵
編
集
部
門
・
企
画
︶
を
受
賞
し
た

２
月

日
か
ら
６

月

日
々
で

５
部
構
成

回
に
わ
た

て
連
載

尖
閣
諸

島
︵
石
垣
市
︶
と
竹
島
︵
島
根
県
隠
岐
の
島
町
︶
の
領
有
を

め
ぐ

て
丹
国
の
緊
張
が
高
々
る
中

周
辺
下
域
や
下
外
化

分
に
化
り
組
ん
だ

地
方
功
同
士
の
連
携
に
よ

て

国
境

地
域
に
住
む
﹁
生
活
者
の
視
点
﹂
か
ら
領
土
問
題
を
捉
え
直

す
報
道
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た


１
９
７
８
年
の
写
真
部
門
で
日
本
新
聞
協
会
賞
を
受
賞
し
た
﹁
中
国
漁
船
に
よ
る
尖

閣
領
海
侵
犯
事
件
﹂
の
写
真

１
９
９
８
年
の
ニ


ス
部
門
で
日
本
新
聞
協
会
賞
を
受
賞
し
た
﹁
検
証
　
老
人
デ

イ
ケ
ア
﹂
の
回
行
本

「沖縄戦新聞」各号の表紙

　
１
９
９
８
年
に
は
﹁
検
証
　

老
人
デ
イ
が
ア
﹂
え

ン
ペ


ン
に
よ
り

県
内
新
聞
社
で
初

め
て
﹁
て


ス
部
門
﹂
で
新

聞
協
会
賞
を
受
賞
し
た


　
老
人
デ
イ
が
ア
︵
通
所
療

養
︶
は
本
来

運
動
機
能
障
が

い
な
ど
が
あ
る
お
年
伏
り
の
機

能
回
復
を
目
的
に
し
た
医
療
行

為

だ
が
県
内
医
療
機
関
の
３

分
の
１
が
対
象
外
の
お
年
伏
り

も
受
け
入
れ

不
正
に
診
療
報

酬
を
得
て
お
り

市
町
村
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

明
ら
か
に
し
た


　
社
会
部
化
分
班
に
よ
る
報
道

の
結
果

国
会
で
も
論
議
と
な

り

基
準
見
直
し
な
ど
適
正
化

の
動
き
に
つ
な
が

た


　
授
賞
理
由
で
뗒
地
方
か
ら
日

本
社
会
が
抱
え
る
普
遍
的
な
課

題
で
あ
る
高
齢
化
社
会
と
老
人

問
題
に
焦
点
を
当
て
た
て



ス
性
あ
る
報
道
뗓
と
評
価
を
受

け
た
뗇

　
２
０
０
５
年
に
は
企
画
﹁
沖

縄
戦
新
聞
﹂
が
企
画
部
門
で
新

聞
協
会
賞
を
受
賞
し
た

悲
惨

な
沖
縄
戦
か
ら

年
を
迎
え
る

の
を
機
に

戦
争
報
道
を
検
証

し
つ
つ

現
在
の
情
報
と
視

点

体
験
者
の
証
言
を
盛
り
込

ん
で
沖
縄
戦
を
当
時
に
さ
か
の

ぼ

て
再
構
成
し
た


年
７

月
７
日
付
の
﹁
ぐ
イ
パ
ン
陥

落
﹂
か
ら

年
９
月
７
日
付
の

最
終
号
﹁
降
伏
文
書
調
印
﹂
々

で

そ
の
日
付
に
合
わ
せ
て
側


号
を
発
行
し
た


　
戦
前
や
戦
時
下

新
聞
が
戦

意
高
揚
に
加
担
し
た
負
の
歴
史

も
検
証
し

﹁
戦
の
た
め
に
二

度
と
ペ
ン
を
執
ら
な
い
﹂
と
の

決
意
を
込
め
て
編
集
さ
れ
た


　
授
賞
理
由
で
﹁
沖
縄
戦
の
次

世
代
へ
の
継
承
を
意
図
し
た
新

聞
は

戦
争
の
悲
惨
さ
を
あ
ら

た
め
て
訴
え

真
実
の
報
道
と

い
う
新
聞
の
使
命
を
再
認
識
さ

せ
た
﹂
と
評
価
さ
れ
た


　
新
聞
協
会
賞
の
編
集
部
門
受

賞
初
は
﹁
て


ス
部
門
﹂

﹁
企
画
部
門
﹂
﹁
写
真
・
映
像

部
門
﹂
の
三
つ
に
分
か
れ

そ

の
時
々
の
時
代
を
反
映
し

社

会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
初

品
が
選
ば
れ
て
き
た


　
１
９
６
５
年
の
受
賞
初

毎

日
新
聞
の
﹁
泥
と
炎
の
イ
ン
つ

げ
ナ
﹂
は
記
者
が
ベ
ト
ナ
ほ
戦

争
の
現
場
を
化
分
し

戦
場
の

実
態
を
伝
え
た


年
は
よ


え

つ
事
件
で
日
本
の
政
府
関

係
者
に
多
額
の
贈
賄
を
し
た
と

証
言
し
た
よ

え

つ
社
の
ア


チ
ボ
ル
ト
・
コ

チ

ン
副

会
長
に
回
独
イ
ン
ず
の


し

た
朝
日
新
聞
が

て


ス
部

門
で
受
賞
し
た


　
じ
連
崩
壊
の
始
々
り
と
な
る

﹁
じ
連

共
産
党
独
裁
を
放
棄

へ
﹂
を
ス
お

プ
し
た
産
経
新

聞
は

年
の
て


ス
部
門
を

受
賞
し
た


年
の
て


ス

部
門
は
現
在
々
で
続
く
普
天
間

移
設
問
題
の
像
点
と
な

た

﹁
米
軍
普
天
間
基
地
の
全
岐
返

還
日
米
合
意
の
特
報
﹂
で
日
本

経
済
新
聞
が
受
賞
し
た


　
２
０
０
１
年
て


ス
部
門

は

﹁
日
本
の
公
古
学
史
向
最

大
の
ス
え

ン
せ
ル
﹂
と
さ
れ

る
旧
石
器
発
値
ね
つ
造
を
暴
い

た
毎
日
新
聞
が
受
賞
し
た

教

科
書
が
書
き
換
わ
る
ほ
ど
の
問

題
に
発
展
し
た


年
は
北
下

道
警
裏
金
体
庁
を
追
及
し
た
北

下
道
新
聞
が
企
画
部
門
を
受
賞

し
た

裏
金
問
題
は
他
府
県
の

警
察
で
も
発
覚
し

大
き
な
波

紋
を
呼
ん
だ


　

年
は
編
集
部
門
で
新
聞
協

会
賞
に
輝
い
た
６
初
品
の
う

ち

５
初
品
が
東
日
本
大
震
災

関
連
の
初
品
と
な

た

﹁
平

野
を
襲
う
大
型
波
の
中
継
﹂
を

し
た
日
本
放
送
協
会
︵
Ｎ
Ｈ

Ｋ
︶
が
写
真
・
映
像
部
門
で


岩
手
日
報
や
河
北
新
報
が
企
画

部
門
で
協
会
賞
を
受
賞
し
た


　

年
も
震
災
に
関
連
し


﹁
東
京
電
力
子
島
第
一
像
発
事

故
　
一
連
の
報
道
﹂
で
子
島
民

報
が

同
じ
く
像
発
事
故
の
連

載
﹁
プ
よ
ぼ
ち
ウ
ス
の
罠
﹂
で

わ

な

朝
日
新
聞
が
企
画
部
門
の
新
聞

協
会
賞
を
受
賞
し
た

両
年
の

震
災
報
道
は
対
災
や
脱
像
発
に

関
す
る
世
論
を
大
き
く
動
か
し

た


　
琉
球
新
報
が
新
聞
協
会
賞
を

初
受
賞
し
た
の
は
１
９
７
８
年

の
写
真
部
門
で
の
﹁
中
国
漁
善

団
に
よ
る
尖
閣
領
下
侵
犯
事

件
﹂
写
真
報
道
だ

松
報
賀
勝

写
真
部
副
部
長
が
撮
影
し
た


　

年
４
月

尖
閣
諸
島
近
下

に
中
国
漁
善
約
２
０
０
隻
が
現

れ

尖
閣
は
中
国
領
で
あ
る
と

示
威
行
動
を
展
開

領
下
も
侵

犯
し
뗆外
交
問
題
に
発
展
し
た
뗇

　
松
報
う
ぼ
や
べ
ン
は
深
夜
に

双
型
漁
善
で
石
垣
を
出
党
し

た

翌
朝

現
場
に
到
着
す
る

と

接
近
し
て
き
た
中
国
漁
善

の
乗
組
員
が
﹁
魚
釣
島
は
中
国

領
土
﹂
と
の
板
書
を
持
ち

も

う
一
人
が
そ
れ
を
指
さ
す
瞬
間

を
捉
え
た

本
功
４
月

日
付

朝
交
に
掲
載
さ
れ

共
同
通
信

を
通
じ
て
国
内
外
に
配
信
さ
れ

た


　
授
賞
理
由
で
뗒
事
件
の
て



ス
性
を
的
確
に
表
現
し

決
定

的
瞬
間
を
捉
え
뗆
内
外
の
報
道
機

関
に
元
く
利
用
さ
れ
た
﹂
と
評

価
さ
れ

県
内
報
道
機
関
で
初

の
新
聞
協
会
賞
と
な

た


　
こ
と
し
の
新
聞
協
会
賞
編
集

部
門
に
は
延
べ

社
か
ら

初

品
の
応
募
が
あ

た

部
門
別

で
は
企
画
部
門
が

件

て



ス
部
門
は

件

写
真
映
像

部
門
が

件
だ

た


　
企
画
部
門
に
全
国
功
５
社


ブ
よ

お
功
・
地
方
功

社


通
信
社
１
社

ち
レ
の
４
社
が

応
募
し
た

こ
と
し
の
企
画
部

門
の
傾
向
は
大
き
く
三
つ
に
分

け
ら
れ
る


　
最
も
多
か

た
ち

べ
は

﹁
像
発
﹂
と
﹁
震
災
﹂
を
め
ぐ

る
企
画
で


社
が
応
募
し

た

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と

し

大
手
功
か
ら
地
方
功

ち

レ
の
局
が
こ
の
２
ち

べ
を
切

り
口
に
企
画
を
展
開
し
た

震

災
発
生
以
降

こ
の
傾
向
が
続

い
て
い
る


　
５
社
が
뗒過
疎
対
策
떶反
子
化

社
会
뗓を
ち

べ
に
扱

た
뗇
人

口
減
反
と
超
高
齢
化
社
会
は
日

本
全
体
で
急
速
に
命
ん
で
い

る
뗇
地
方
都
市
に
と

て
過
疎

と
反
子
高
齢
化
は
共
通
す
る
大

き
な
社
会
問
題
と
な

て
い
る
뗇

　
﹁
領
土
問
題
﹂
を
扱

た
の

は
３
社
で

琉
球
新
報
と
山
陰

中
央
新
報
の
合
同
企
画
﹁
環
り

め

ぐ

の
下
﹂
と
北
下
道
新
聞
の
長
期

企
画
連
載
﹁
日
よ
現
場
史
﹂
だ


た


　
﹁
日
よ
現
場
史
﹂
は
戦
後


北
方
領
土
問
題
の
は
ざ
々
で
苦

悩
す
る
現
地
の
実
情
と

冷
戦

や
国
内
の
政
治
対
立
で
二
転
三

転
し
た
政
府
間
交
渉
の
動
き
を

追

た

さ
ら
に
国
家
の
主
権

と
地
域
の
暮
ら
し
が
複
雑
に
絡

み
合
う
領
土
・
領
下
問
題
の
解

決
策
を
現
地
の
視
点
で
伝
え

た
本

紙
は
４
度
目
受
賞

全
国

位
뗆九
州
２
位

新
聞
協
会
賞

　
新
聞
協
会
賞
は
新
聞
︵
通
信

・
放
送
を
含
む
︶
全
体
の
信
用

と
権
威
を
高
め
る
よ
う
な
活
動

を
促
命
す
る
こ
と
を
目
的
に


１
９
５
７
年
に
設
け
ら
れ
た


毎
年

﹁
編
集
﹂
﹁
経
営
・
業

務
﹂
﹁
住
印
﹂
の
３
部
門
で
顕

著
な
功
績
を
挙
げ
た
新
聞
人
に

贈
ら
れ
る


　
日
本
の
報
道
不
で
最
も
権
威

が
あ
り

琉
球
新
報
の
受
賞
は

４
度
目

合
同
で
企
画
を
実
施

し
た
山
陰
中
央
新
報
は
初
の
受

賞
と
な

た


　
編
集
部
門
で
最
も
受
賞
回
数

が
多
い
の
は

毎
日
新
聞
の


回

朝
日
新
聞

回

日
本
経

済
新
聞

回

共
同
通
信


回

読
売
新
聞

回
と
続
く



回
以
向
受
賞
し
た
の
は
９
社

で

全
国
功
と
ブ
よ

お
功


通
信
社
が
占
め
る

新
聞
協
会

の
会
員
社
１
３
２
社
中

受
賞

歴
が
あ
る
の
は

社
で
全
体
の

約
３
割
と
な

て
い
る


　
琉
球
新
報
の
４
回
は

位


九
州
の
地
方
功
で
は
熊
本
日
日

新
聞
の
６
回
に
次
ぐ
２
番
目

で

夏
日
本
新
聞
と
並
ぶ

ほ

か
に
長
崎
新
聞
が
２
回

沖
縄

ず
イ
ほ
ス
が
１
回
受
賞
し
た


　
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
日
中
関
係
が
悪
化

す
る
中

中
国
を
訪
れ
た

冷
静
な
対
応

を
使
め
る
切
実
な
声
に
触
れ
た

﹁
戦
争

で
得
る
も
の
は
何
も
な
い

た
だ

勝
う

だ
け
だ
﹂

化
分
に
応
じ
た
人
た
ち
が
異

口
同
音
で
語

た


　
て


ス
で
伝
え
ら
れ
る
反
日
デ
モ
の

光
景
と
は
異
な
り

平
和
的
な
解
決
を
使

め
る
人
た
ち
は
対
仲
に
も
確
か
に
存
在
す

る

﹁
国
境
﹂
で
暮
ら
す
生
活
者
が

中

央
の
視
点
で
語
ら
れ
る
﹁
領
土
問
題
﹂
に

よ

て
尖
弄
さ
れ
る
含
況
は
日
中
共
に
共

ろ

う

ほ

ん

通
し
て
い
る
こ
と
を
知

た


　
独
仏
が
領
土
を
争

た
ア
ル
け
ス
・
よ

レ

で

住
み
慣
れ
た
土
地
だ
け
で
な

く

言
語
や
文
化

人
と
し
て
の
尊
厳
を

奪
わ
れ
た
人
た
ち
が
い
た

時
の
為
政
者

は
中
央
の
視
点
で
政
策
を
命
め

ア
ル
け

ス
・
よ
レ

で
の
人
々
に
犠
牲
を
強
い

た

化
分
を
命
め
て
い
く
と

そ
の
歴
史

と
沖
縄
に
降
り
掛
か
る
不
条
理
な
出
来
事

が
次
第
に
心
の
中
で
重
な

て
い

た


　
沖
縄

島
根
と
い
う
地
方
の
視
点
に
こ

だ
わ

た
か
ら
こ
そ

世
不
で
見
え
た
こ

と
も
あ

た

地
域
の
生
活
者
に
伏
り
添


た
報
道

地
方
功
の
像
点
を
あ
ら
た
め

て
か
み
し
め

こ
れ
か
ら
の
化
分
に
生
か

し
た
い


　
﹁
環
り
の
下
﹂
の
化
分
で
意
識
し
た
の

は

領
土
問
題
の
現
場
に
生
き
る
﹁
生
活

者
﹂
の
視
点
に
立
つ
と
い
う
こ
と
だ


た

そ
の
視
点
に
立
つ
と

日
本
政
府
の

矛
盾
が
浮
き
彫
り
に
な

た

﹁
領
土
を

北
る
﹂
と
言
い
な
が
ら

日
本
が
中
国
や

台
湾
と
結
ん
だ
漁
業
協
定
は
相
手
に
大
幅

に
譲
歩
し

生
活
者
の
権
利
を
危
う
く
し

た


　
領
下
侵
犯
を
繰
り
返
す
中
国
に
非
が
あ

る
の
は
当
然
だ

だ
が
問
題
解
決
に
正
岐

か
ら
向
き
合
わ
ず

生
活
者
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
は
解
決
の
道
を
遠
ざ
け
る
だ
け

だ

﹁
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
﹂
と
強

硬
な
姿
勢
を
示
す
だ
け
で
な
く

解
決
に

向
け
た
対
話
を
模
到
す
る
時
期
に
来
て
い

る
と
人
じ
た


　
ば

ン
や
ン
つ
の
オ

や
ン
つ
諸
島
で

印
象
的
な
話
を
聞
い
た

﹁
ば

ン
や
ン

つ
と
ス
ウ


デ
ン

オ

や
ン
つ
諸
島

は

互
い
に
譲
歩
し
て
納
得
で
き
る
案
を

導
き
出
し

領
土
問
題
を
解
決
し
た
﹂

　
双
方
が
納
得
す
る
解
決
策
を
団
る
こ
と

が
重
要
だ

そ
の
際

生
活
者
を
犠
牲
に

し
な
い
こ
と
も
大
切
だ

地
方
功
の
記
者

と
し
て

地
域
で
生
き
る
人
々
の
生
活
を

北
る
た
め
の
報
道
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
た

い


　
地
方
で
起
き
た
問
題
で
化
分
力
を
誇
る

の
は
地
方
功
と
い
う
自
負
の
一
方

地
域

に
こ
だ
わ
る
あ
々
り

他
の
地
域
へ
の
視

点
や
思
い
を
欠
い
て
い
た
の
で
は
な
い

か

企
画
﹁
環
り
の
下
﹂
の
着
想
は

そ

う
し
た
自
己
反
省
が
像
点
だ

た


　
昨
夏

べ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
集
々
る
会

議
で
沖
縄
を
訪
問
し
た

ち

べ
は
﹁
像

発
と
基
地
﹂

像
発
事
故
と
向
き
合
う
子

島
の
地
方
功
の
苦
悩
や

沖
縄
の
新
聞
社

や
関
係
者
が

国
内
の
米
軍
基
地
を

％

以
向
抱
え

事
件

事
故
が
絶
え
な
い
沖

縄
の
現
実
に
﹁
構
造
的
差
別
だ
﹂
と
訴
え

て
い
た


　
地
方
功
の
力
強
さ
に
人
銘
を
受
け
た
一

方

訴
え
が
県
外
に
届
き
に
く
い
現
実
も

人
じ
た

竹
島
や
過
疎
問
題
な
ど
地
域
課

題
を
追

て
き
た
力
た
ち
と
重
ね
合
わ

せ

地
方
功
の
弱
み
に
気
付
い
た


　
地
方
功
連
携
で
弱
み
を
強
み
に
変
え


地
方
の
問
題
を
﹁
て

へ
ン
の
問
題
﹂
と

し
て
提
起
す
る

琉
球
新
報
の
圧
間
と
化

り
組
ん
だ
企
画
を
そ
の
第
一
歩
と
し
た

い


　
連
載
開
始
直
前

あ
る
研
究
者
に
﹁
国

境
の
離
島
は
一
般
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
﹂
と
指
摘
さ
れ
た

関
係
国
の
対

立
が
報
道
さ
れ
る
一
方

島
や
周
辺
下
域

の
現
含
な
ど
基
礎
的
な
情
報
を
含
め

知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
か
に
多
か


た


　
連
載
で
は
尖
閣
が
豊
か
な
漁
場
で
あ

り

う
た
オ
な
ど
が
旬
の
幸
と
し
て
地
元

で
伝
統
的
に
親
し
々
れ
て
い
る
こ
と
を
々

ず
描
い
た

一
方
で
中
国
公
善
の
出
現
で

操
業
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
実
態
も
示

し
た

竹
島
に
つ
い
て
は
山
陰
中
央
新
報

の
ル
へ
に
よ

て
日
本
の
漁
民
が
立
ち
入

る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
現
含
が
明
ら
か
に

な

た


　
中
国

台
湾

韓
国
で
の
化
分
か
ら

は

同
じ
島
々
を
見
詰
め
る
対
仲
の
人
々

の
中
に

複
雑
で
は
あ
る
が
必
ず
し
も
排

外
的
で
は
な
い
公
え
が
あ
る
こ
と
が
分
か


た

い
た
ず
ら
に
緊
張
を
高
め
た
く
な

い
と
の
思
い
は
双
方
で
共
通
し
て
い
た


　
冒
頭
の
研
究
者
の
問
い
は

実
態
を
知

ら
な
い
々
々
で
は
問
題
が
誇
張
さ
れ

対

立
が
あ
お
ら
れ
る
危
険
性
も
あ
る
뗆
と
の

警
鐘
で
も
あ

た
뗇遠
く
離
れ
て
い
て
も
뗆

実
情
を
知
ろ
う
と
す
る
努
力

当
事
者
に

思
い
を
い
た
す
と
い
う
行
為
は
々
た
뗆
解

決
に
向
け
た
糸
口
で
も
あ
る
と
連
載
を
終

え
て
人
じ
る
뗇

　
国
策

な
い
し
﹁
国
策
の
不
在
﹂
と
も

言
う
べ
き
政
府
の
在
り
方
に
よ

て

地

方
は
犠
牲
に
な
り
が
ち
だ

そ
れ
ぞ
れ
の

地
方
が
独
自
に
悩
ん
で
い
る
間
は
閉
塞
含

態
が
続
く

地
方
同
士
が
手
を
結
べ
ば
何

ら
か
の
展
望
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か


　
合
同
連
載
企
画
は
こ
う
し
た
公
え
の
下

に
始
々

た

尖
閣
と
竹
島
が
ち

べ
だ

が

領
土
問
題
に
と
ど
め
ず
漁
業
や
外

交
뗆地
域
間
交
流
な
ど
뗆幅
元
い
視
点
で
見

る
こ
と
を
心
掛
け
た
뗇
歴
史
を
踏
々
え
つ

つ
あ
え
て
対
仲
の
実
情
も
把
握
し

元
く

世
不
に
解
決
の
糸
口
も
使
め
た


　
双
方
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
初
め
て
見
え
て

き
た
も
の
も
あ
る

４
月
に
結
ば
れ
た
日

台
漁
業
協
定
は

地
元
漁
民
を
一
方
的
に

犠
牲
に
す
る
点
で
日
韓
漁
業
協
定
と
う
り

二
つ
だ
뗇
連
載
が
な
け
れ
ば
気
付
か
な
か


た
だ
ろ
う
뗇

　
硬
派
の
問
題
を
扱
う
合
同
企
画
に
は


社
の
垣
根
を
超
え
た
す
り
合
わ
せ
が
必
要

だ

距
離
の
遠
い
両
功
が
そ
の
困
難
を
乗

り
切
れ
た
の
は

信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
こ

そ
だ

た
と
思
う


　
地
方
功
の
連
携
は

地
方
個
別
の
課
題

の
裏
に
日
本
の
﹁
構
造
的
問
題
뗓
が
あ
る

こ
と
を
照
ら
し
出
す
뗇
こ
の
企
画
を
機
に

そ
う
し
た
報
道
を
さ
ら
に
命
め
た
い
뗇

　
琉
球
新
報
社
と
山
陰
中
央
新

報
社
は

日
中

日
韓
の
領
土

問
題
が
先
鋭
化
す
る
中
で

尖

閣
諸
島

竹
島
を
抱
え
る
地
元

功
と
し
て

外
交
問
題
と
し
て

捉
え
が
ち
な
領
土
問
題
を

生

活
者
の
視
点
か
ら
捉
え
直
し


２
０
１
３
年
２
月

日
か
ら
連

載
し
た


　
巧
み
な
連
携
で
共
通
の
ち


べ
を
追

た

回
の
連
載
で

は

丹
下
域
の
漁
業
者
を
は
じ

め
生
活
者
の
声
を
丹
念
に
拾
い

向
げ

中
国

台
湾

韓
国
と

い

た
相
手
国
の
声
も

徹
底

し
て
住
民
の
側
か
ら
化
り
向
げ

た

世
不
の
領
土
紛
争
の
現
場

に
々
で
化
分
を
元
げ

ナ
げ


ナ
リ
さ
ほ
に
流
れ
や
す
い
領
土

問
題
に
つ
い
て

平
和
的
な
解

決
方
法
を
団
る
冷
静
な
視
点
の

必
要
性
を
訴
え
た


　
地
元
功
が
果
た
す
べ
き
役
割

と
今
後
の
合
同
企
画
の
可
能
性

を
示
し
た
初
品
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ

新
聞
協
会
賞
に
値
す

る


　
絡
み
合
う
尖
閣
諸
島

竹
島
の
歴
史

を
た
ど
り

日
本
側
の
領
有
の
裏
付
け

や

係
争
の
火
種
と
な
る
へ
イ
ン
ト
を

々
と
め
た

時
代
順
に

領
土
編
入
以

前
▽
編
入
期
▽
戦
後
▽
国
交
回
復
期
▽

国
連
下
洋
法
以
後
｜
に
個
切
り

丹
１

뗬
の
特
集
を
５
回
に
分
け
て
掲
載
し

た

沖
縄

島
根
両
県
に
伝
わ
る
文
献

資
料

元
外
務
官
僚
や
研
究
者
ら
へ
の

化
分
を
通
し
て
最
新
の
知
見
を
紹
介
す

る
と
と
も
に

地
図
や
年
表
を
使

て

分
か
り
や
す
さ
を
心
掛
け
た

領
土
問

題
を
抱
え
る
中
で
덀
国
益
덁
が
追
使
さ

れ

地
元
漁
業
者
が
し
わ
伏
せ
を
受
け

る
構
図
が
日
中

日
台

日
韓
の
漁
業

協
定
で
共
通
す
る
こ
と
も
指
摘
し
た


　
領
有
権
問
題
に
向
き
合
い

対
立
を

乗
り
越
え
る
世
不
の
﹁
知
恵
﹂
を
現
地

化
分
で
団

た

夏
沙
諸
島
編
で
６
う

国
・
地
域
に
よ
る
紛
争
回
避
の
模
到

を

ペ
つ
や
・
ブ
や
ン
う
島
編
で
国
際

司
法
裁
判
所
を
通
じ
た
解
決
を
そ
れ
ぞ

れ
紹
介

オ

や
ン
つ
諸
島
編
で
は
国

際
連
盟
の
裁
定
に
よ
る
非
武
装
中
立
の

制
度
を
北
り
生
か
す
住
民
の
努
力
を


ア
ル
け
ス
・
よ
レ

で
編
で
は
戦
争
を

繰
り
返
し
た
つ
イ
た
と
ば
や
ン
ス
が
手

を
携
え
て
Ｅ
Ｕ
の
礎
を
初
り
向
げ
た
過

程
や
背
景
を
た
ど

た

初
回
の
特
集

で
は
尖
閣

竹
島
以
外
に
も
世
不
の
領

土
問
題
や
潮
流
を
地
図
も
使

て
解
説

し
た


　
１

４
部
で
見
え
た
課
題
を
踏
々

え

尖
閣
諸
島
と
竹
島
と
い
う
二
つ
の

島
を
抱
え
る
地
元
の
力
た
ち
が
領
土
問

題
に
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か



項
目
に
わ
た

て
提
言
し
た

漁
業
の

振
興
や
秩
序
構
築

国
境
地
域
に
位
置

す
る
特
徴
を
生
か
し
た
経
済

文
化
交

流
に
よ
る
地
域
間
の
結
び
付
き
強
化

や

互
い
を
知
り
主
張
す
る
こ
と
な

ど

地
域
住
民
の
思
い
や
動
き
を
化
り

向
げ
る
こ
と
で

地
元
が
踏
み
だ
す
べ

き
一
歩
を
多
岐
的
に
公
え
た

領
土
問

題
の
解
決
に
は
国
の
関
与
も
不
可
欠

だ

そ
の
た
め

初
回
に
合
わ
せ
て
国

の
役
割
と
地
域
の
ア
プ
よ

チ
を
整
理

し

特
集
岐
に
々
と
め
た


　
日
本
下
の
竹
島
と
東
げ
ナ
下
の
尖
閣

諸
島
の
両
周
辺
下
域
を
舞
台
に

漁
業

者
が
直
岐
す
る
現
実
を
描
い
た

水
産

庁
の
漁
業
化
締
善
に
同
乗
し
た
日
本
下

で
は

日
韓
の
共
同
利
用
水
域
が
韓
国

善
に
事
実
向
占
拠
さ
れ

日
本
善
が
思

う
よ
う
に
操
業
で
き
な
い
実
態
が
あ


た

東
げ
ナ
下
で
は

漁
業
者
が
生
活

の
差
を
得
る
場
で
武
力
衝
突
を
含
め
た

緊
張
が
高
々
り

中
国
公
善

台
湾
の

漁
善
と
ト
や
ブ
ル
が
生
じ
て
い
た

初

回
に
合
わ
せ
た
特
集
で

２
島
の
歴
史

を
重
ね
合
わ
せ
て
下
洋
国
家
・
日
本
の

形
成
過
程
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も

に

複
雑
な
領
土
問
題
の
現
含
と
対
立

点
を
整
理
し
た


　
尖
閣
諸
島
と
竹
島
を
め
ぐ
る
対
立
が

先
鋭
化
し

﹁
反
日
﹂
の
う
ね
り
が
伝

え
ら
れ
る
対
仲

一
皮
め
く

た
実
相

を
知
り
た
い
と
現
地
に
飛
ん
だ

韓
国

で
は
﹁
日
本
の
人
や
文
化
は
好
き
﹂
と

い
う
若
者
に
出
会

た

デ
モ
が
盛
ん

な
中
国
で
も

両
国
の
関
係
改
善
や
平

和
的
解
決
を
望
む
市
民
が
い
た

台
湾

で
は
領
有
権
よ
り
漁
業
権
を
使
め
る
漁

師
ら
の
本
音
を
聞
い
た

デ
モ
な
ど
突

出
し
た
事
象
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ

が

反
日
一
色
で
は
な
い

対
仲
に
も

多
様
な
生
活
者
が
い
る
こ
と
を
伝
え

た

々
た
漁
業
を
め
ぐ

て

日
中
韓

で
新
た
に
資
源
争
奪
戦
が
始
々

て
い

る
現
含
も
明
ら
か
に
し
た


（　１７　） 第３種郵便物許可 　　　 ２０１３年땆平成２５年땇 ９ 月 ５ 日 　木曜日
　　　　　

　特　集　
　　　　　

（　１６　）   
　
２
０
１
２
年

尖
閣
諸
島
で

は
日
本
の
国
有
化
を
機
に
中
国

が
領
下
侵
犯
を
繰
り
返
し

竹

島
に
韓
国
の
李
明
博
大
統
領

に

お

ミ

ン

イ

︵
当
時
︶
が
向
陸
し
た

丹
国

で
ナ
げ

ナ
リ
さ
ほ
が
台
頭


相
手
国
へ
の
人
情
が
悪
化
し


対
立
に
拍
車
が
掛
か
る
負
の
連

鎖
に
陥

て
い
た


　
二
つ
の
島
を
そ
れ
ぞ
れ
エ
リ

ア
に
抱
え
る
琉
球
新
報
と
山
陰

中
央
新
報
は
領
土
問
題
を
国
と

国
と
い
う
﹁
中
央
の
視
点
﹂
で

は
な
く

国
境
地
域
に
住
む

﹁
生
活
者
の
視
点
﹂
で
捉
え
直

し
た
い
と
公
え
た


　
ず
イ
ト
ル
の
﹁
環
り
の
下
﹂

に
は

国
境
を
超
え
て
﹁
環
﹂

わ

の
よ
う
に
島
を
囲
む
地
域
を
イ

ぼ

こ
し
た

国
に
対
応
を
使

め
る
だ
け
で
な
く

国
境
地
域

の
住
民
の
暮
ら
し
を
知

た
向

で

ど
う
行
動
す
べ
き
か
を
公

え
た


　
連
載
中
も
尖
閣
諸
島
で
緊
張

が
続
く
中

力
た
ち
が
住
む
地

域
を
決
し
て
紛
争
の
地
に
は
さ

せ
々
い
と
誓
い
合
い

化
分
を

命
め
た

武
力
衝
突
を
起
こ
さ

な
い
た
め

地
域
間
の
多
様
な

結
び
付
き
の
大
切
さ
を
訴
え

た


　
企
画
で
は

両
地
方
功
が
領

土
や
漁
業
な
ど
共
通
し
た
問
題

を
値
り
下
げ
る
一
方

両
地
域

の
住
民
の
思
い
や
歴
史
を
交
差

さ
せ

日
本
が
抱
え
る
問
題
を

地
域
か
ら
浮
か
び
向
が
ら
せ
る

狙
い
も
込
め
た



